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こんにちは！「あいさつ」から広がる友愛活動

　

今
、
私
の
住
む
生
瀬

も
高
齢
者
が
多
く
人
口

８
８
３
９
人
、
比
率
は

27
％
で
西
宮
で
も
高
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。
▼
高
齢

化
の
進
む
生
瀬
に
新
し
い
交
通
を
走
ら

せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
神
社
や
お

寺
、
小
学
校
、
市
民
館
、
隣
の
自
治
会

な
ど
に
、
住
民
主
体
に
よ
る
手
作
り
の

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
、
こ
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
乗
り

物
を
検
討
し
試
験
運
行
を
２
回
に
わ
た

り
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
10
月
か
ら
の

本
格
運
行
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る

所
で
す
。
▼
こ
の
「
企
画
運
行
協
議
会
」

を
発
足
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の

皆
様
の
ご
尽
力
と
大
学
、
企
業
の
専
門

家
の
方
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
蔭
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
▼
私
た
ち
老
人
ク
ラ

ブ
も
、
バ
ス
の
利
用
と
と
も
に
各
活
動

に
参
加
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
▼
ま
た
北
部
は
市
の
行
事
な

ど
に
参
加
す
る
方
が
少
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
地
域
で
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
芸
会
、

文
化
祭
展
示
な
ど
に
出
展
し
、
地
域
交

流
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
自
分
の
健
康
を
維
持
し
つ
つ
、
老
人

ク
ラ
ブ
に
誇
り
を
持
ち
、
社
会
の
一
員

と
し
て
、
し
っ
か
り
と
地
に
足
を
つ
け
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
み
た
い
も
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
生
瀬　

青
山
）

月刊

あ
の
日　

奴
隷
に
売
ら
れ
る
か
も
と
倒
れ
込
ん
だ
疎
開
生
徒
た
ち

地
元
組
は
皆
奉
安
殿
の
周
り
で
固
ま
っ
て
泣
い
た
…

つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
思
い
で
迎
え
た
翌
日　

ご
う
音
と
共
に

校
舎
が
吹
っ
飛
ん
だ
“
終
戦
は
ウ
ソ
だ
っ
た
ん
だ
”
と
思
っ
た

危
険
と
安
全
は
背
中
合
わ
せ
思
わ
ぬ
ク
サ
ビ
が
打
ち
込
ま
れ
る

四
季
を
節
目
に
独
特
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
こ
の
国　

今
後
も

先
人
に
習
い
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
生
き
る
勇
気
に
つ
な
げ
よ
う

夏の上高地　写真提供　田中　積氏（用海校区）
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※
西
宮
市
か
ら
「
補
助
金
交
付
決
定
書
」
の

　

配
布
に
つ
い
て

※
松
竹
株
式
会
社
か
ら
大
阪
松
竹
座
９
月
公
演

　
「
も
と
の
黙
阿
弥
」
の
チ
ケ
ッ
ト
割
引
の

　

ご
案
内
に
つ
い
て
（
営
業
担
当
：
渡
辺
）

　

一
等
席
1
3
、0
0
0
円
↓
6
5
0
0
円

【
議
案
事
項
】

・
館
外
研
修
（
宍
粟
市
交
流
事
業
）
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

・
月
刊
「
い
ぶ
き
」（
第
1
9
1
号
7
月
号
）

　

送
付
済

・
月
刊
「
い
ぶ
き
」
第
1
9
3
号
10
月
号

　

原
稿
依
頼
（
原
稿
締
切
： 

9
月
9
日
㈬
）

〈
文
化
教
養
部
〉

・
委
員
会
開
催
案
内
（
８
月
13
日
㈭
）

・
高
齢
者
囲
碁
大
会
（
9
月
4
日
㈮
）

・
高
齢
者
作
品
展
（
10
月
6
日
～
9
日
）

　
　
　
出
展
受
付
（
9
月
28
日
～
30
日
）

・
高
齢
者
芸
能
大
会

　

予
選　

10
月
21
日
㈬

　

本
選　

10
月
28
日
㈬

〈
体
育
部
〉

・
委
員
会
開
催
案
内　

８
月
20
日
㈭

・
6
月
10
日
実
施
の
体
力
測
定
結
果
の
配
布

・
た
の
し
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
集
い

　

9
月
2
日
㈬
・
3
日
㈭

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
2
日
㈮
、（
予
備
日
10
月
16
日
）

〈
女
性
部
〉

・
前
期
感
謝
の
一
円
持
ち
寄
り
金　
　
　
　

　
　

4
7
8
、7
8
9
円

　

前
期
健
康
講
座
参
加
者
数
：
1
4
7
名

〈
事
務
局
〉

⑴
平
成
27
年
度
西
宮
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

役
員
等
名
簿
の
配
布
に
つ
い
て

⑵
社
員
名
簿
の
確
認
に
つ
い
て

⑶
８
月
の
定
例
理
事
会
は
休
会（
書
面
発
送
）

※
三
役
会
は
、
午
後
1
時
30
分
か
ら
開
催

⑷
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
分
担
金
領
収
書
の
配
布

・
こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
（
10
月
・
11
月
分
）

　

の
割
当

※
次
回
の
定
例
会

　

9
月
9
日（
水
）西
宮
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

三
役
会
：
午
前
10
時

　

理
事
会
：
午
後
1
時
30
分　

　

鳴
尾
北
校
区
で
は
、
７
月
末
か
ら
８

月
初
め
に
か
け
て
、
各
自
治
会
主
催
の

夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
老
人
会
の
メ

ン
バ
ー
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
子
ど

も
た
ち
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
私
が
住

ん
で
い
る
町
内
（
甲
子
園
五
番
町
）
で

は
夏
祭
り
を
す
る
公
園
が
な
い
た
め
、

近
く
の
公
園
を
お
借
り
し
て
、
毎
年
６

月
に
家
族
運
動
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
６
月
７
日
㈰
に
第
37
回
を
開

催
し
ま
し
た
。
梅
雨
入
り
の
時
期
で
す

が
、
６
月
の
第
１
週
は
晴
天
に
恵
ま
れ

る
こ
と
が
多
く
、
延
期
や
中
止
に
な
る

こ
と
は
め
ず
ら
し
く
、
た
だ
阪
神
大
震

災
の
年
に
は
会
場
の
公
園
に
仮
設
住
宅

が
建
ち
ま
し
た
の
で
、
取
り
や
め
に
な

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
自
治
会
、子
ど
も
会
の
役
員
、

ス
ポ
ー
ツ
21
の
メ
ン
バ
ー
、
老
人
会
の

有
志
が
準
備
運
営
に
携
わ
り
、
ス
ム
ー

ズ
に
競
技
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
、
町
内
の

住
民
の
方
々
約
３
０
０
名
で
い
ろ
い
ろ

な
競
技
に
参
加
さ
れ
、
一
日
楽
し
く
良

い
汗
を
流
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

老
人
会
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
で
き
る

簡
単
な
競
技
が
あ
り
ま
す
の
で
、
若
い

人
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

終
了
後
反
省
会
を
開
き
、
世
話
人
の
皆

様
か
ら
ご
意
見
を
聞
き
、
次
年
度
の
参

考
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
催
し
で
町
内

の
人
々
の
交
流
が
深
ま
り
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
に
進
ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
大
変
意
義

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
老
連
理
事
会  

7
／
8

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

校
区
会
長
便
り　
№
28

地
元
の
夏
祭
り
に
参
加

鳴
尾
北
校
区
　
会
長
　
湯
川
　
益
男
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敗
戦
の
年
、国
民
学
校
６
年
生
だ
っ
た
。

そ
の
年
の
７
月
の
あ
る
日
、
早
朝
複
数
機

の
爆
音
に
家
を
飛
び
出
し
、
我
が
家
の
上

空
を
見
上
げ
る
と
、
西
に
向
か
っ
て
い
る

グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
だ
っ
た
。

　

１
、２
、３
、４
、５
、６
、
と
数
え
終
わ

ら
な
い
う
ち
に
最
後
尾
の
１
機
が
宙
返
り

し
て
、
機
関
砲
を
発
射
し
た
。

　

衝
撃
音
が
小
さ
な
田
舎
町
の
日
本
家
屋

群
を
振
動
さ
せ
た
。
壁
が
剥
落
す
る
ほ
ど

だ
っ
た
。
グ
ラ
マ
ン
は
通
学
列
車
を
狙
っ

た
も
の
だ
っ
た
。
機
関
車
助
手
が
即
死
し

た
。
私
は
機
関
砲
の
音
を
聞
い
た
の
は
初

め
て
で
あ
っ
た
。

　

私
に
は
飢
餓
が
戦
争
の
形
象
で
あ
っ

た
。
弾
丸
の
飛
び
交
う
本
当
の
戦
場
戦
争

体
験
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
町
の
人
殆

ど
が
戦
場
体
験
は
無
か
っ
た
。
我
が
家
に

は
武
器
に
な
る
モ
ノ
は
何
も
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
ど
の
家
も
同
じ
だ
っ
た
。
父
母
は

押
入
れ
の
上
段
に
布
団
を
積
み
重
ね
、
下

段
に
私
と
妹
を
潜
ま
せ
た
。
機
関
砲
は
豆

腐
を
針
で
突
き
刺
す
よ
う
に
、
潜
ん
で
い

る
私
を
撃
ち
抜
く
で
あ
ろ
う
。
私
の
絶
望

は
深
か
っ
た
。
私
は
心
底
思
っ
た
、
こ
ん

な
死
に
方
は
い
や
だ
。
死
ぬ
の
な
ら
武
器

を
持
っ
て
、
刃
向
っ
て
死
の
う
。（
小
学

校
６
年
の
子
ど
も
が
こ
ん
な
こ
と
を
思
う

だ
ろ
う
か
？
）空
気
銃
で
も
欲
し
か
っ
た
。

逃
げ
回
り
無
抵
抗
で
虫
け
ら
の
よ
う
に
殺

さ
れ
る
の
は
厭
だ
、
刃
向
っ
て
死
に
た
い

と
思
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

　

成
人
し
て
、
ア
メ
リ
カ
映
画
の
Ｗ
ホ
ー

ル
デ
ン
主
演
「
ワ
イ
ル
ド
パ
ン
チ
」
の
結

末
に
助
演
者
の
一
人
が
（
名
前
は
忘
れ

た
）
命
を
爆
発
さ
せ
る
よ
う
に
大
声
を
張

り
上
げ
て
、
機
関
銃
を
乱
射
し
な
が
ら
死

ぬ
シ
ー
ン
に
陶
酔
し
何
回
も
見
た
。
こ
れ

が
私
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
・
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
の
一
つ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
米
と
塩
を
常
備
し
て
、
外
食

が
出
来
ず
に
い
る
の
は
、
餓
鬼
草
紙
の
餓

鬼
に
似
た
肉
体
で
あ
っ
た
小
学
校
６
年
生

の
私
の
飢
餓
体
験
に
よ
る
も
の
で
、
私
は

二
重
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
背
負
っ
て
い
る
。

　

南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
２
０
０
以
上
の
島

か
ら
な
る
パ
ラ
オ
共
和
国
は
、紺
碧
の
空
、

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
、
緑
の
島
々

に
彩
ら
れ
た
、
南
海
の
楽
園
で
す
。

　

日
本
か
ら
は
南
直
下
３
０
０
０
㎞
、
屋

久
島
ほ
ど
の
広
さ
の
国
で
す
。
戦
前
30
年

間
、
日
本
の
統
治
国
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
行
わ
れ
、
日
本
か
ら
の
移
民
も

３
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
日
本
の
公
立
学

校
も
設
立
さ
れ
、
市
内
に
は
日
本
の
名
称

も
残
さ
れ
て
い
る
。
親
日
派
も
多
い
国
で

す
。

　

今
年
４
月
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が

ご
訪
問
・
慰
霊
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
次
大
戦
中
に
そ
の
美
し
い
国
、
ペ

リ
リ
ュ
ー
島
・
ア
ン
ガ
ー
ル
島
に
於
い
て

悲
惨
な
激
戦
が
あ
り
ま
し
た
。
米
軍
と
の

戦
い
で
１
万
数
千
人
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し

た
。「
南
の
最
前
線
」
と
し
て
、
死
守
す

る
た
め
72
日
の
間
、
弾
薬
、
食
料
の
補
給

も
無
く
全
滅
に
至
り
ま
し
た
。
今
も
数
千

人
の
遺
骨
、
戦
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
悲
惨
な
事
実
を
後
世
に
伝
え
、
風

化
さ
せ
な
い
よ
う
、
再
び
戦
争
を
起
こ
さ

せ
な
い
世
界
平
和
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

戦
後
70
年

　
平
和
の
大
切
さ
を

　
　
　
　
　
次
世
代
に

安
井
校
区

　
　
　
　
　
塩
川
　
　
彰

高
須
校
区
　
橋
本
　
　
力

P
T
S
D
を
背
負
っ
た
世
代

南
の
島
に
散
っ
た
精
霊
た
ち

「
パ
ラ
オ
玉
砕
の
島
ペ
リ
リ
ュ
ー
」

◇
俳
句

津
門
校
区
　
西
嶋
　
潮
香

大
き
月
地
蔵
の
顔
に
浮
か
み
を
り

風
切
っ
て
く
る
つ
ば
く
ろ
よ
元
気
だ
ね

段
上
校
区
　
原
土
さ
だ
子

せ
み
し
ぐ
れ
は
た
と
止
み
て
静
か
な
り

戦
争
展
弟
逝
き
し
日
を
思
う

会
員
文
芸

　

６
月
号
の
「
サ
サ
ユ
リ
」
の
写
真
に
感

動
し
て
く
だ
さ
り
、
50
年
ほ
ど
前
の
故
郷

を
懐
か
し
ん
だ
お
手
紙
を
、
鳴
尾
北
校
区

の
大
西
さ
だ
子
さ
ん
（
87
）
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

一
部
分
を
紹
介
し
ま
す
。

『
田
植
え
が
始
ま
る
こ
ろ
、
サ
サ
ユ
リ
が

咲
き
始
め
ま
す
。
ど
ん
な
高
価
な
香
水
も

及
ば
な
い
芳
香
が
山
中
に
漂
い
、
ま
る
で

お
と
ぎ
の
国
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
で
し

た
』

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
「
い
ぶ
き
」
を
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
広
報
部
）

お
便
り

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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今
回
は
「
お
薬
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
及

び
お
薬
な
ん
で
も
相
談
」
で
す
。

　

講
師
は
西
宮
市
薬
剤
師
会
理
事
の
入
江

俊
彦
先
生
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
一
番
関
心
の
あ
る
健
康
講
座

だ
け
あ
っ
て
会
場
は
超
満
員
。
１
４
７
名

参
加
さ
れ
た
内
、
９
割
は
女
性
で
し
た
。

お
話
の
中
是
非
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
を

箇
条
書
き
に
し
て
み
ま
し
た
。

・
薬
に
は
目
的
と
し
て
の
作
用
が
あ
る
の

で
使
用
法
を
必
ず
守
る
こ
と

・
薬
は
体
に
と
っ
て
異
物
で
あ
る
と
い
う

　

こ
と
を
認
識
す
る
こ
と

・
薬
漬
け
で
副
作
用
を
起
こ
す
こ
と
も
、

　

飲
み
過
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
チ
エ
ッ

　

ク
を
し
て
く
だ
さ
い
・
め
ま
い
、
ふ
ら

　

つ
き
に
注
意
、
す
ぐ
に
薬
に
頼
ら
な
い

　

で
、
原
因
を
み
る
よ
う
に
、
薬
に
よ
る

　

作
用
か
も
し
れ
な
い

・
睡
眠
薬
は
認
知
症
の
リ
ス
ク
を
上
げ
る

　

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
医
師
に
相
談
し

　

て
服
用
し
ま
し
ょ
う

・
寝
酒
も
不
眠
の
も
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
は

　

肝
臓
が
代
謝
さ
れ
睡
眠
に
マ
イ
ナ
ス
に

　

な
る
ら
し
い

・
水
分
は
１
日
１
・
５
㍑
を
目
標
に

　
（
午
前
中
に
１
㍑
ほ
ど
飲
む
と
良
い
）

　

朝
起
き
た
時
コ
ッ
プ
１
杯
の
水
を
飲
む

習
慣
を
。
寝
る
前
に
は
た
く
さ
ん
飲
ま
な

い
よ
う
に
。

　

ビ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
は
水
分
で
は

な
い

最
後
に
健
康
の
３
原
則

１
、
適
度
な
運
動

２
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

３
、 

十
分
な
睡
眠　
　
　
　
　
（
広
報
部
）

　

平
成
21
年
か
ら
始
ま
っ
た
宍
粟
市
老
連

と
の
交
流
、
今
年
は
宍
粟
市
か
ら
16
名
の

皆
様
が
訪
ね
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
前
回

は
風
光
明
媚
な
宍
粟
市
の
菖
蒲
園
や
、
ス

キ
ー
場
を
利
用
し
た
百
合
園
な
ど
自
然
の

美
し
さ
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

我
が
西
宮
は
、
４
回
目
は
甲
子
園
球
場
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
今
回
は
、
西
宮
で

唯
一
木
造
の
酒
蔵
が
残
っ
て
い
る
「
大
澤

本
家
酒
造
」
の
見
学
を
計
画
し
ま
し
た
。

時
期
的
に
仕
込
み
は
無
い
の
で
す
が
、
昔

な
が
ら
の
手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
様

子
を
見
学
、
試
飲
も
ば
っ
ち
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
木
曽
路
」
で
楽
し
い
交
流
会

が
始
ま
り
、“
日
本
酒
で
カ
ン
パ
ー
イ
！
”

の
あ
と
、
お
互
い
の
地
元
の
話
が
は
ず
み

ま
し
た
。
そ
の
中
で
日
本
酒
発
祥
の
地
は

宍
粟
市
だ
と
。《
大
国
主
命
の
時
代
》
と

い
う
壮
大
な
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
話
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

お
酒
も
ど
ん
ど
ん
す
す
み
、
皆
さ
ん
和

気
藹
々
で
来
年
を
楽
し
み
に
お
別
れ
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
部
）

　暑さきびしい折ですがお元気ですか？熱中
症には充分ご注意下さい。健康目的のウォー
キングも時間帯コースの再確認を。
　市内でも校区が違えば知っているようでも
…の事柄が多々あります。老連の活動にかぎ
らず地域の様子など教えて下さい。とても勉
強になります（7 月号参照）。
　酷暑に耐えた身体をいたわりながら次なる
季を迎えましょう。ではまた。

編 集 後 記

8・9月の行事予定
	 8 月12日㈬	 三役会	 13：30
		  理事会（書面発送）
		  西宮市との定例会議	 15：30
	 13日㈭	 文化教養部委員会	 13：30
	 20日㈭	 体育部委員会	 13：30
	 9 月2日、3日	 たのしいボウリングの集い	 11：00

13：00、15：00
	 4日㈮	 高齢者囲碁大会	 9：30
	 9日㈬	 三役会	 10：00
		  理事会	 13：30
	 17日㈭	 体育部委員会	 13：30
	 28日～ 30日	 高齢者作品展（受付）	 9：30

女
性
部
だ
よ
り

健康講座（前期）７月２日

健
康
講
座
（
前
期
）
７
月
２
日

第
６
回

宍
粟
市
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　

と
の
交
流
会

　
　
　
　
　

７
月
８
日


